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チャレンジ
ア
ド
ボ
ケ
イ
ト
養
成
で

精
神
科
入
院
患
者
の
権
利
を
守
る

岡
山
市
・
一
般
社
団
法
人
お
か
や
ま
精
神
医
療
ア
ド
ボ
ケ
イ
ト
セ
ン
タ
ー

精
神
科
入
院
者
の

権
利
擁
護
に
取
り
組
む

　
日
本
で
は
、
諸
外
国
と
比
較
し
て
精
神
科
病
床
数

が
多
く
、
そ
の
入
院
者
の
約
半
数
が
医
療
保
護
入
院

な
ど
の
非
自
発
的
入
院
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た

環
境
で
入
院
し
て
い
る
患
者
は
容
易
に
自
己
の
意
思

表
明
が
で
き
ず
、
権
利
保
障
は
不
十
分
な
現
状
が
あ

る
。

　
そ
の
よ
う
な
な
か
、
令
和
4
年
12
月
の
改
正
精
神

保
健
福
祉
法
で
、
市
町
村
長
同
意
に
よ
る
医
療
保
護

入
院
者
を
中
心
に
、
養
成
研
修
を
修
了
し
た
訪
問
支

援
員
が
患
者
の
希
望
に
よ
り
病
院
に
出
向
き
、
本
人

の
思
い
を
傾
聴
し
な
が
ら
、
相
談
や
必
要
な
情
報
提

供
等
を
行
う
「
入
院
者
訪
問
支
援
事
業
」
が
創
設
さ

れ
た
。
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
訪
問
支
援
員

の
養
成
や
登
録
、
派
遣
、
フ
ォ
ロ
ー
体
制
の
整
備
が

す
べ
て
の
自
治
体
で
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

　
岡
山
市
に
あ
る
一
般
社
団
法
人
お
か
や
ま
ア
ド
ボ

ケ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
は
、
令
和
４
年
12
月
に
精
神
障
害

当
事
者
や
医
療
・
福
祉
・
司
法
関
係
者
な
ど
が
集
ま

り
設
立
さ
れ
た
。
精
神
科
病
院
に
入
院
し
て
い
る
患

者
へ
の
権
利
擁
護
を
果
た
す
こ
と
を
目
的
に
、
電
話

や
訪
問
に
よ
る
相
談
支
援
、ア
ド
ボ
ケ
イ
ト
の
養
成
、

調
査
研
究
等
の
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　
な
お
、
ア
ド
ボ
ケ
イ
ト
は
、
英
語
で
「
代
弁
者
」

を
意
味
し
、
精
神
医
療
ア
ド
ボ
ケ
イ
ト
は
精
神
科
病

院
に
入
院
し
て
い
る
患
者
の
要
請
で
病
院
に
出
向

き
、
本
人
の
想
い
や
意
思
表
明
な
ど
を
傾
聴
し
な
が

ら
権
利
擁
護
を
行
う
支
援
者
を
指
し
て
い
る
。

入
院
者
訪
問
支
援
事
業
の

支
援
体
制
を
整
備

　
同
法
人
は
、
令
和
５
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用

し
、「
精
神
医
療
ア
ド
ボ
ケ
イ
ト
養
成
・
派
遣
・
フ

ォ
ロ
ー
等
の
連
携
体
制
整
備
事
業
」
を
実
施
し
た
。

　
同
事
業
で
は
、
精
神
科
病
院
の
入
院
者
に
対
す
る

権
利
擁
護
活
動
の
体
制
づ
く
り
を
目
的
に
、
①
事
務

局
・
フ
ォ
ロ
ー
・
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
の
整
備
、
②

精
神
医
療
ア
ド
ボ
ケ
イ
ト
の
養
成
、
③
関
係
機
関
と

の
連
携
・
協
力
体
制
の
整
備
、
④
精
神
科
入
院
者
へ

の
電
話
相
談
・
訪
問
支
援
が
行
わ
れ
た
。

　
事
業
を
実
施
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、
代
表
理
事
の

齊
藤
由
美
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「『
入
院
者
訪
問
支
援
事
業
』
の
実
施
主
体
は
、
都

道
府
県
と
政
令
指
定
都
市
と
な
り
ま
す
が
、
岡
山
市

で
は
10
年
前
に
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
て
い
た
経
験

か
ら
、
全
国
に
先
駆
け
て
『
入
院
訪
問
支
援
実
施
要

項
』
を
策
定
し
ま
し
た
。
当
法
人
は
令
和
５
年
４
月

に
岡
山
市
か
ら
事
業
委
託
を
受
け
、
ア
ド
ボ
ケ
イ
ト

の
養
成
・
登
録
、
派
遣
、
関
係
機
関
と
の
連
携
・
協

力
体
制
の
構
築
な
ど
の
支
援
体
制
づ
く
り
の
た
め

に
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
ま
し
た
。
改
正
精
神
保

健
福
祉
法
の
入
院
者
訪
問
支
援
事
業
の
対
象
は
、
市

町
村
長
同
意
に
よ
る
医
療
保
護
入
院
者
を
中
心
と
す

る
な
か
、
岡
山
市
は
精
神
科
病
院
に
入
院
し
て
い
る

す
べ
て
の
入
院
者
を
対
象
と
す
る
独
自
の
事
業
と
な

っ
て
い
ま
す
」。
　

　
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
法
人
ス
タ
ッ
フ
の

　
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
（
Ｗ
Ａ
Ｍ
）
が
行

う
社
会
福
祉
振
興
助
成
事
業
（
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
）
は
、

国
庫
補
助
金
や
寄
付
金
を
財
源
と
し
、
高
齢
者
・
障

害
者
な
ど
が
地
域
の
つ
な
が
り
の
な
か
で
自
立
し
た

生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
な
ど
が
行
う
民
間
の
創
意
工
夫
あ
る
活
動
な
ど
に

対
し
、
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
た
一
般
社
団

法
人
お
か
や
ま
精
神
医
療
ア
ド
ボ
ケ
イ
ト
セ
ン
タ
ー

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

 WAM から ひと言

　日本では諸外国と比較して、非自発
的入院が多く、自己の意思表明ができ
ない現状がある中で、精神科入院患者
の権利擁護を果たすことを目的に、事
業を実施されました。
　電話・訪問相談を通じて、精神科入
院患者が抱えている思いや不安に対し
て寄り添うとともに、アドボケイトと
して、その情報を病院やその関係者へ
伝えられるようサポートするなど、事
業実施にあたり利用者の意思が尊重さ
れている点を高く評価しています。
　全国各地に広がるよう他県の団体と
連携を図ることで、アドボケイト支援
を必要としている人たちにこの取り組
みが届くことを期待します。

15 ●WAMー2025.5 WAMー2025.5 ●14

oka
WAM著作



精
神
科
医
療
体
験
者
や
精
神
科
医
、
弁
護
士
、
精
神

保
健
福
祉
士
な
ど
で
構
成
す
る
運
営
委
員
会
を
毎
月

開
催
し
、
円
滑
な
事
業
運
営
に
向
け
た
検
討
や
支
援

活
動
に
携
わ
る
精
神
医
療
ア
ド
ボ
ケ
イ
ト
の
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
の
体
制
を
構
築
し
た
。

精
神
医
療
ア
ド
ボ
ケ
イ
ト
を
養
成

　
精
神
医
療
ア
ド
ボ
ケ
イ
ト
の
養
成
で
は
、
令
和
5

年
7
月
と
11
月
に
研
修
会
を
開
催
し
、
7
月
に
は
35

人
、
11
月
に
は
36
人
の
計
71
人
が
受
講
し
た
。

　
研
修
の
対
象
は
、専
門
職
に
限
定
し
な
い
こ
と
で
、

い
ず
れ
も
定
員
を
超
え
る
申
し
込
み
が
あ
り
、
精
神

科
病
院
の
看
護
師
や
精
神
保
健
福
祉
士
、
障
害
福
祉

事
業
所
の
相
談
支
援
員
、

弁
護
士
、
保
護
司
な
ど
の

専
門
職
の
ほ
か
、
精
神
科

医
療
体
験
者
や
家
族
、
学

生
な
ど
、
活
動
に
関
心
の

あ
る
多
様
な
人
た
ち
が

受
講
し
た
。

　
養
成
研
修
の
広
報
と

し
て
は
、
県
内
の
精
神
科

病
院
を
は
じ
め
、
後
援
の

精
神
科
病
院
協
会
や
精

神
科
医
会
、
日
本
精
神
科

看
護
協
会
岡
山
支
部
、
弁

護
士
会
、
社
会
福
祉
士
会

な
ど
の
職
能
団
体
を
通

じ
て
チ
ラ
シ
を
配
布
し

た
ほ
か
、
地
元
新
聞
に
取

り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
広
く
周
知
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

　
養
成
研
修
は
、
そ
れ
ぞ
れ
2
日
間
に
わ
た
っ
て
実

施
し
、
法
人
ス
タ
ッ
フ
の
精
神
科
医
、
弁
護
士
、
精

神
保
健
福
祉
士
、
大
学
教
授
が
講
師
を
担
当
し
、
ア

ド
ボ
ケ
イ
ト
活
動
に
必
要
な
知
識
や
ス
キ
ル
に
つ
い

て
学
ん
だ
。

　「
プ
ロ
グ
ラ
ム
自
体
は
、
国
が『
入
院
者
訪
問
支
援

事
業
』
の
訪
問
支
援
員
養
成
研
修
で
実
施
す
る
も
の

に
準
じ
た
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
入
院
者
の
立
場

に
立
ち
、
し
っ
か
り
と
話
を
聴
く
傾
聴
の
ス
キ
ル
を

学
ぶ
こ
と
や
、
ア
ド
ボ
ケ
イ
ト
の
役
割
、
心
構
え
に

つ
い
て
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
通
し
て
考
え
て
も
ら
う

こ
と
を
中
心
と

し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
相
談

支
援
で
は
入
院
者
か
ら
『
退
院
し
た
い
』
と
い
う
希

望
が
多
く
あ
り
ま
す
。
本
人
の
思
い
を
実
現
す
る
た

め
に
、『
誰
に
、
何
を
伝
え
れ
ば
よ
い
の
か
』
と
い

う
こ
と
を
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
一
緒
に
考
え
て
い
き

ま
し
た
。
一
方
、
退
院
請
求
や
処
遇
改
善
請
求
な
ど

情
報
提
供
も
大
き
な
役
割
と
な
り
ま
す
が
、
情
報
提

供
が
メ
イ
ン
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
話
を
聴
く
こ
と

が
お
ろ
そ
か
に
な
る
た
め
、
ま
ず
は
傾
聴
を
第
一
に

す
る
こ
と
に
努
め
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」（
齊
藤
代

表
理
事
）。

　
一
方
、
ア
ド
ボ
ケ
イ
ト
活
動
を
す
る
う
え
で
の
重

要
な
視
点
に
つ
い
て
、
理
事
で
弁
護
士
の
井
上
雅
雄

令和5年度事業

一般社団法人おかやま精神
医療アドボケイトセンター
精神医療アドボケイト養成・派遣・フォロー等の�
連携体制整備事業

【事業概要】
　精神科病院の入院者に対する権利擁護の支援活動を推進するため、
精神医療アドボケイトの養成や関係機関との連携・協力体制などを
整備し、入院者への電話相談や訪問支援を実施する事業

【実施内容】
◆�事務局・フォロー・バックアップ体制の整備
法人のコアメンバーで構成する運営委員会
を毎月開催し、円滑な事業運営に向けた検
討やアドボケイト活動のフォロー等を実施

◆精神医療アドボケイトの養成
精神医療アドボケイト
の役割や心構え、対応
スキルを習得する研修
会を開催

◆関係機関との連携・協力体制の整備
精神科病院に対して、アドボケイト活動や
入院者訪問支援事業の理解を求める説明会
を開催

◆精神科入院者への電
話相談・訪問支援
養成した精神医療ア
ドボケイトによる電
話相談と訪問支援を
実施

事業概要

【成果】
◆2回開催した養成研修では、受講者71人
のうち、修了した58人と法人スタッフを
あわせて計81人が精神医療アドボケイト
として登録した

◆関係機関との連携・協力体制の整備では、
岡山市内8カ所の病院で、事業説明会を
開催。アドボケイト活動への理解を得ると
ともに、事業案内のチラシやポスターを病
棟等に掲示してもらうことができた

◆精神科入院者を対象にした電話相談では、
延べ50件の相談対応を行った。電話相談
を通じて訪問支援を希望した23人に対
し、登録した精神医療アドボケイトによる
訪問支援を実施した

▼
助成事業の波及効果
　令和5年度中に岡山市、令和6年度には
岡山県から入院者訪問支援事業を受託する
ことに至った

WAM助成
e -ライブラリー

助成額
414 万円
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運営委員会を毎月開催し、円滑な事業運営に向けた検討や相談支援を
行うアドボケイトのフォローアップを実施
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氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
ア
ド
ボ
ケ
イ
ト
活
動
で
、
い
ち
ば
ん
気
を
つ
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
ア
ド
ボ
ケ
イ
ト
自
身

が
直
接
支
援
者
に
な
る
こ
と
を
避
け
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
例
え
ば
、
退
院
請
求
や
処
遇
改
善
請
求
な
ど

の
行
政
手
続
き
は
、
弁
護
士
が
ア
ド
ボ
ケ
イ
ト
活
動

を
行
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
入
院
者
が
希
望
す
る
対

応
に
つ
い
て
は
関
係
機
関
に
つ
な
ぐ
こ
と
を
基
本
と

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
と
き

に
関
係
性
が
途
切
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
で
す
。
と

く
に
専
門
職
の
受
講
者
は
熱
い
思
い
を
も
ち
、
役
に

立
ち
た
い
と
考
え
て
い
る
人
が
多
く
い
ま
す
が
、
ア

ド
ボ
ケ
イ
ト
は
、
あ
く
ま
で
入
院
者
に
寄
り
添
い
な

が
ら
、
意
思
表
明
や
権
利
擁
護
を
側
面
か
ら
サ
ポ
ー

ト
す
る
役
割
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と

が
重
要
に
な
り
ま
す
」。

　
養
成
研
修
の
実
績
と
し
て
、
受
講
者
71
人
の
う
ち

修
了
し
た
58
人
が
新
た
に
精
神
医
療
ア
ド
ボ
ケ
イ
ト

と
し
て
登
録
し
て
お
り
、
プ
レ
研
修
に
参
加
し
た
法

人
ス
タ
ッ
フ
を
あ
わ
せ
る
と
計
81
人
の
登
録
に
つ
な

が
っ
た
。

精
神
科
病
院
に

ア
ド
ボ
ケ
イ
ト
活
動
の
理
解
を
求
め
る

　
関
係
機
関
と
の
連
携
・
協
力
体
制
の
整
備
で
は
、

ア
ド
ボ
ケ
イ
ト
活
動
を
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
市

内
8
カ
所
の
精
神
科
病
院
で
説
明
会
を
開
催
し
た
。

　
説
明
会
で
は
、
各
医
療
機
関
の
医
師
、
看
護
師
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
事
務
員
な
ど
を
対
象
に
、

入
院
者
訪
問
支
援
事
業
の
制
度
化
、
同
法
人
や
ア
ド

ボ
ケ
イ
ト
の
活
動
内
容
、
支
援
の
流
れ
に
つ
い
て
説

明
を
行
っ
た
。

　「
病
院
側
と
し
て
は
、
院
内
で
患
者
の
治
療
を
行

う
な
か
で
第
三
者
が
関
わ
る
こ
と
へ
の
影
響
を
心
配

す
る
声
が
あ
り
ま
し
た
が
、
全
般
的
に
ア
ド
ボ
ケ
イ

ト
活
動
の
必
要
性
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
受
け
入

れ
の
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
説
明
会
後

は
、
ア
ド
ボ
ケ
イ
ト
活
動
の
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
を

病
棟
や
院
内
の
公
衆
電
話
等
に
展
示
し
て
も
ら
う
と

と
も
に
、
ス
タ
ッ
フ
か
ら
患
者
に
ア
ド
ボ
ケ
イ
ト
活

動
を
伝
え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」（
齊
藤
氏
）。

ア
ド
ボ
ケ
イ
ト
に
よ
る

電
話
相
談
と
訪
問
支
援
を
実
施

　
ア
ド
ボ
ケ
イ
ト
活
動
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
令

和
5
年
10
月
か
ら
精
神
科
病
院
入
院
者
を
対
象
に
し

た
電
話
相
談
を
開
始
し
た
。
電
話
相
談
は
、
毎
週
金

曜
日
の
13
～
16
時
の
時
間
帯
に
実
施
し
、
登
録
し
た

精
神
医
療
ア
ド
ボ
ケ
イ
ト
が
延
べ
50
件
の
相
談
対
応

を
行
っ
た
。

　
相
談
内
容
と
し
て
は
「
退
院
し
た
い
」、「
話
を
聴

い
て
ほ
し
い
」、「
家
族
と
連
絡
を
と
り
た
い
」
な
ど

が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
と
い
う
。

　
電
話
相
談
に
つ
い
て
、
事
務
局
の
森
川
明
子
氏
は

次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
電
話
相
談
は
、
入
院
者
訪
問
支
援
事
業
の
入
り

口
と
し
て
捉
え
て
い
る
た
め
、
入
院
者
の
話
を
し
っ

か
り
傾
聴
し
て
信
頼
関
係
を
構
築
し
な
が
ら
、
で
き

る
だ
け
訪
問
支
援
に
つ
な
が
る
よ
う
対
応
し
て
い
ま

す
。
令
和
5
年
度
は
希
望
さ
れ
た
23
人
の
入
院
者
に

対
し
、
訪
問
支
援
を
行
い
ま
し
た
」。

　
訪
問
支
援
の
実
施
体
制
と
し
て
は
、
相
談
者
か
ら

要
請
を
受
け
る
と
、
事
務
局
が
ア
ド
ボ
ケ
イ
ト
の
マ

ッ
チ
ン
グ
と
派
遣
の
調
整
を
行
い
、
ア
ド
ボ
ケ
イ
ト

2
人
が
ペ
ア
で
病
院
に
出
向
き
、
相
談
や
意
思
表
明

な
ど
を
傾
聴
し
て
い
る
。

　「
相
談
で
は
、
退
院
し
た
い
と
い
う
想
い
を
話
さ

れ
る
方
が
多
く
、
退
院
以
外
の
入
院
生
活
に
お
け
る

さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
打
ち
明
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
継
続
し
た
関
わ
り
の
な
か
で
ご
本
人
の
想
い

を
受
け
止
め
、
第
三
者
の
立
場
で
今
後
の
こ
と
を
一

緒
に
考
え
る
こ
と
で
、
ご
自
身
の
考
え
を
整
理
し
た

り
、
本
人
の
想
い
を
実
現
す
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
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年間 2 回開催した養成研修では、受講者 71
人のうち、修了した 58 人と法人スタッフを
あわせて計 81 人が精神医療アドボケイトと
して登録

養成したアドボケイトによる電話相談では延
べ 50 件の相談対応を行い、希望者 23 人に
対して訪問支援を実施した
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●NPO リソースセンター
NPO 支援課（助成事業の相談・募集、NPO の融資相談等）
  TEL  : 03-3438-4756　  FAX  : 03-3438-0218（共通）

NPO 振興課（助成事業の広報、事業評価等）
  TEL  : 03-3438-9942　  FAX  : 03-3438-0218（共通）

社会福祉振興助成事業に
関 す る お 問 い 合 わ せ

NPO 等 の 民 間 福 祉 活 動 へ の
応援よろしくお願いします！

 お問合せ先：03－3438－0211（総務部総務課）

当機構では
寄付金を募集
しています

いきいき

いきいきチャレンジ！

ャレンジチ

チャレンジ！

いき

いきいき

いき

チャレンジ！

チャレンジ
て
関
係
機
関
に
つ
な
ぐ
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
」（
齋

藤
氏
）。

　
ま
た
、
入
院
者
訪
問
支
援
事
業
の
位
置
づ
け
の
な

か
で
、
ア
ド
ボ
ケ
イ
ト
と
入
院
者
と
の
会
話
は
病
院

関
係
者
に
は
原
則
伝
え
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
入
院
者
か
ら
病
院
ス
タ
ッ
フ
の
同
席
や
本
人
に

代
わ
っ
て
伝
え
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
あ
れ
ば
、

希
望
に
沿
う
か
た
ち
で
対
応
し
て
い
る
と
い
う
。

　
訪
問
支
援
を
行
っ
た
入
院
者
と
病
院
を
対
象
に
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
利
用
者
か
ら
「
話
を
聴

い
て
も
ら
え
た
」
と
い
う
声
が
多
く
、
病
院
か
ら
は

「
第
三
者
が
入
る
こ
と
で
風
通
し
が
よ
く
な
る
」、「
事

業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
勢
が
示
せ
る
」

と
い
っ
た
回
答
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

県
と
市
か
ら

入
院
者
訪
問
支
援
事
業
を
受
託

　
助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
ア
ド
ボ
ケ
イ
ト
の
養

成
や
病
院
と
の
協
力
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ

り
、
ア
ド
ボ
ケ
イ
ト
活
動
の
支

援
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
で
き

た
。

　「
ア
ド
ボ
ケ
イ
ト
の
養
成
で

は
、
予
定
を
上
回
る
登
録
が
あ

り
、
精
神
科
病
院
の
理
解
を
深

め
る
こ
と
に
よ
り
、
ア
ド
ボ
ケ

イ
ト
活
動
を
開
始
で
き
た
こ
と

は
大
き
な
成
果
と
な
り
ま
し

た
。
令
和
6
年
度
か
ら
は
岡
山

市
に
加
え
て
、
岡
山
県
の
入
院

者
訪
問
支
援
事
業
の
委
託
を
受

け
る
こ
と
に
発
展
し
て
お
り
、

隣
接
す
る
広
島
県
で
も
ア
ド
ボ
ケ
イ
ト
活
動
が
開
始

さ
れ
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
新
た
に
ス
タ
ー

ト
し
た
活
動
と
な
り
ま
す
が
、
少
し
ず
つ
入
院
者
や

精
神
科
病
院
に
浸
透
し
て
い
る
と
い
う
手
ご
た
え
を

感
じ
て
い
ま
す
」（
齋
藤
氏
）。

　
今
後
は
、
ア
ド
ボ
ケ
イ
ト

活
動
を
県
内
全
域
で
展
開
す

る
と
と
も
に
、
全
国
各
地
に

取
り
組
み
が
広
が
る
よ
う
他

県
で
活
動
し
て
い
る
団
体
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
ア
ド

ボ
ケ
イ
ト
を
必
要
と
す
る
す

べ
て
の
人
た
ち
に
支
援
が
届

く
こ
と
を
目
指
し
て
い
き
た

い
と
し
て
い
る
。

　
精
神
科
入
院
患
者
の
意
思

表
明
の
機
会
を
保
障
す
る
た

め
、
先
駆
的
に
ア
ド
ボ
ケ
イ

ト
活
動
を
行
う
同
法
人
の
今

後
の
取
り
組
み
の
広
が
り
が

期
待
さ
れ
る
。

　　

　訪問支援を行うアドボケイトに対し
ては、運営委員会の精神科医や精神保
健福祉士がフォローアップや活動の振
り返りの機会を設けることで、活動に
対する疑問の解消、不安の軽減、支援
の質の向上を図っています。
　アドボケイト活動は、その場限りで

あったり、基本的には直接対応を行わないため、何かしら成果
を実感したい人にとっては、モチベーションを維持しづらいと
ころがあります。また、訪問支援のあと、入院者の状況を追え
ないこともあり、「あのときの対応でよかったのだろうか」とモ
ヤモヤが残ることがありますので、それを吐き出すフォローアッ
プや振り返りの場は非常に重要となっています。

一般社団法人おかやま精神医療アドボケイトセンター

代表理事  齊藤  由美氏

アドボケイトの
フォローアップが不可欠

〒 702−8022　岡山市南区福成 3 丁目 6 番 22 号 
T E L： 086−899−8662
F A X： 086−899−8662
U R L： https://okayama-adovocate.org/
設　　立：令和 4 年 12 月
代表理事：齊藤　由美

◆団体概要

17 ●WAMー2025.5

左から事務局の森川明子氏、理事の井上雅雄氏、
事務局の伊藤清郁氏

市 内 8 カ 所 の
病院で事業説明
会を開催し、ア
ドボケイト活動
への理解を得る
とともに、事業
案内のポスター
を病棟等に掲示
してもらうこと
ができた
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